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星の会星の会
不登校の子をもつ親の会

2008年11月２日(土）

（代表）加嶋文哉

〒876-0814　佐伯市東町12－15

ichibanboshi@cts-net.ne.jp

0972-24-1669

第　88号

http://renge.ath.cx/~oitanet/ (年会費　2,000円）
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★ ■第48回　大分例会　（通算315回）　
○11月７日（金）　19：00～21：40
○大分コンパルホール　307号室　
○参加費　無料　　　　　

■第142回　津久見例会（通算316回）　　
○11月14日（金）　19：30～22：00
○大分海運の事務所（２階）
　詳しくは、戸高さん（090-9792-7317）まで　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

津久見
例会会場
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■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。
■「星の会」は、不登校の子どもを持つ親の会です。親以外に　も不
登校について継続的に考えていきたい教師・個人も入会　できます。
■「星の会」の例会は、大分・津久見で月１回開いています。
■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）
■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓　　
迎です。周りの方に拡げて下さい。

おねがい
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←大分高速

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に
　0　の数字がある方は、未納です。　
 -1　の数字がある方は、納めています。
尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡下さい。

封筒に貼られた
ラベルを見てください

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回予告
○大分例会　12月５日（金）19：00～21：40／コンパルホール
○津久見例会　12月５日（金）忘年会
変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

会費納入の

年会費は２０００円です

●会費は今年の分（2008年分）だけで結構です。さかのぼっての徴収はいたしません。
●会費は、加嶋宛に封書で郵送して下さい。（外からお金が見えない工夫をして下さいね。）
●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
●会費は「星の会」を続ける意思の確認でもあります。続ける方は納入をお願いしますね。

自己肯定感を育てるために⑤

「例会には行け
ないけど、会報は読みたいので…。」と星の会を続けてくれる会員さん、周りの人の相談にのってくださいね。

11　月
例　会

「社会的自立」とは何か

　10月の大分例会で「自立」がテーマとなりました。

　もともと「自立」とは、他人の手をかりずにいろんなことができる能

力を身につけることを意味します。しかし、それだけでしょうか？

　11月23日の不登校シンポジウムで講演をされる高垣忠一郎さんは、著

書「揺れつ戻りつ思春期の峠」（新日本出版）の中で、思春期の自立に

ついて次のように語っています。

　一個の独立した人格として、自分に目覚める思春期の子どもは、自己主張を強め、
親をはじめ大人からの一方的な指示や干渉に対して強く反発を始める。…自分の頭
で考え、自分の心で感じたことによって、自分の行動や人生を決めていきたい。決して、
お父さんやお母さんの心で感じたことによって、自分の行動や人生を決められたくな
い。…だからこそ、考えに迷い、心の中でいろいろな気持ちがぶつかりあって葛藤を起
こす。すなわち揺れるのである。親に決めてもらっていれば揺れることもない。…彼ら
にとって、他人から言われてやらされるのと、自らやるのとでは月とスッポンほどのちが
いがある。……（親が）口出しをせずに、ただ見守り、待つということは、何もしていない
ように見えて、実はたいへん心のエネルギーを使うしんどい仕事である。……
　自立とは他人の手をかりずにいろんなことができる能力を身につけることだけを意
味しない。自分の心で本当に感じたことを信頼し、それに依拠して自分の求める価値

や目標を発見してゆくこと。それこそがより重要な思春期の自立の中身である。

　私たちは、周りの人が自分のことをどう見ているのかを気にしない

で生きていくことはできません。しかし、周りのまなざしを気にしす

ぎて、そのまなざしに縛られ、自分がどうしたいのかがわからなくな

ってしまうのは、とても貧しい生き方です。自立しているとは…？。

　不登校を選んでいるわが子が「学校に行かないと、お父さんとお母

さんに見捨てられる。でも、行くことができない…」と親のまなざし

に縛られていては、いつまでも「自立」をすることができません。自

分とむき合いながら「どうしたいのか」を感じ、自分がもとめる価値

や目標や夢を手に入れてほしいものです。

　不登校を経験した子どもに付き合い続けた親たちが、口をそろえて

言います。「結局、子どもがその気にならないとダメ。私たちが、あ

の時、子どものために良かれと思ってしたことは、子どもを追い詰め

ていただけだった。」と。

こどもがその気になるのを見守るのは、エネルギーのいる
ことです。一人ではとてもできません。「星の会」で他の人と
つながって下さい。子どもと共に、親自身が自立をしていく
ために。
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